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徴がある。本論文の証明手法は、future と call/cc を持つ言語に対する透過性を示した先行研究より、
見通しが極めて良く、適用できる体系の範囲が広いものである。 
最後に、提案言語の有用性を示すため、処理系を実装した。実装にあたっては、提案言語から並列




審  査  の  要  旨 
【批評】 
 関数型プログラム言語における限定継続機構の研究は、最近１０年程度に集中的になされてきた
が、これまでの研究は値呼び方式に対するものがほとんどであった。本論文は、名前呼び方式におけ
る限定継続機構および階層的限定継続機構に対して、公理的意味論を与え、従来からあるＣＰＳ意味
論と等価であることを厳密に証明した。また、並列計算の機構と限定継続機構を持つプログラム言語
を新しく設計・提案し、この言語に対する操作的意味論が決定的であることを数学的に厳密に証明し
た。さらに、この言語を並列処理言語に変換する形で実装し、一定の並列計算効果があることを実験
的に示した。本論文の理論的成果は、コントロール抽象に関する基礎研究において世界的に未着手の
課題に挑戦し、成果を得たという点で大いに評価できる。また、提案した言語については、実験で使
用したプログラムが比較的小規模に留まったため、実用性はまだ十分に実証されていないが、並列計
算における限定継続という新規性の高い課題に挑戦し、今後の発展につながる言語を提案したという
点で評価できる。 
 
【学力の確認】 
 平成２５年９月３０日、システム情報工学研究科において論文審査委員全員出席のもと、著者の論
文について説明を求め関連事項について質疑応答を行った。その結果、国立大学法人筑波大学学位規
程第２条第４項の「大学院の行なう博士論文の審査に合格し、かつ、大学院の博士課程を修了した者
と同等以上の学力を有すること」を論文審査委員全員によって確認し、合格と判定された。 
【結論】 
 上記の論文審査ならびに学力の確認結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
